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らに高めるとともに，柔道の今後の発展につながると考えられる．   
 
第 1 章 柔道における投技の動作に関する先行研究と本研究の目的  
第 1 節 柔道における投技の動作に関する先行研究  
 今日，柔道の投技に関する研究対象や研究方法は多岐にわたっている (野
瀬 ,2008; 野瀬 ,2010; 森山 ,2011; 藤野 ,2012)．また近年，バイオメカニクス的
手法を用いた解析によって投技の技術を客観化する検討も多く試みられ (杉山 ,  
1976; 菅波ら ,1979; 金芳ら ,1980; 井浦ら ,1982; 藤岡 ,1993; 植屋 ,1997)，これ
らの研究は投技の指導法の一助となっている (Tezuka et al.1983; Harter et al., 
1985; Minamitani et al., 1988; Imamura et al., 2003; Imamura et al., 2006; 




















































第 2 章 柔道の背負投における釣手に着目した動作解析  







第 2 節 方法  
被験者は有段者の中から柔道経験年数が 2 年～15 年の者 4 名を選出し，背負
投の熟練者 2 名を S 群，背負投の未熟練者 2 名を N 群に分類した．背負投の撮
影に Vicon512(Oxford Metrics 社製 )を使用して，赤外線カメラ 6 台 (120Hz)の
映像にキスラー社製フォースプレート (600Hz)を同期させて測定した．背負投






第 3 節 結果及び考察  
4  
釣手の肘角度については，S 群は N 群より高値を示していたことから，S 群
は肘の潰れない背負投を掛けていたと考えられる．釣手の腋角度については，
S 群に比べ N 群の方が低値を示した．これは体幹に対する肘の位置が近いこと
を示し，腰の付近に肘を寄せることにより，相手の体重を上肢ではなく腰で支
えようとしている動作の表れであると考えられる．釣手の肩と肘の高さの差に
ついては，S 群が N 群より高値を示していたことから，S 群の方が受けを高い




受が抜重するまでに S 群より長い時間を費やしていた．このことから，S 群は
N 群に比べ，背負投を掛けるスピードが速いことがうかがえる．また，受を背




が見られず，手首の描く弧も S 群と比較すると小さかった．  








第 3 章 柔道の背負投における身体各部の連動性に着目した動作解析  








第 2 節 方法  
被験者は柔道熟練者 2 名（柔道経験年数 10 年以上の有段者）と未熟練者  
2 名（柔道経験年数 2 年以下）とした．また，これらとは別に受（技を掛けら
れる側）のみを行う者 1 名 (柔道経験年数 11 年 )を選出した．映像の撮影は第 2
章と同様の設定で行った．分析に際し，技の動作局面を pointA～C の 3 つの時
点（４つの局面）で区分し，それぞれを次のように定義した．  
pointA：取の一歩目の右足 (軸足 )がフォースプレートに接地した瞬間  




第 3 節 結果及び考察  
背負投のスティックピクチャーにみられる熟練者と未熟練者の動作特性の相





































第 4 章 柔道の背負投における受の異なる姿勢が取の投動作に及ぼす影響  






第 2 節 方法  
7  
被験者は柔道経験者 6 名とした．また，これとは別に受のみを行う者１名 (柔







研究 (出口 , 2003; 増地 , 2008)を参照し，釣手の肘関節角度，腋関節角度，軸足
となる一歩目の足の膝関節角度，上半身前傾角度を抽出した．また，背負投の
技の開始から終了までを第 3 章と同様に 3 つの時点 (4 つの局面 )で区分した．  
 































第 5 章 総合考察  
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